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Ⅰ.一 般 演 題

1 県立小出病院におけるせん妄に対する薬物療

法の現状

橘 輝 ･湯川 尊行 ･宮本 忍

金子 尚史

県立小出病院精神科

当院におけるせん妄患者の薬物療法の現状につ

いて後方視的に検討した.

対象は平成 18年 1月から平成 19年 12月まで

の2年間に当院一般科へ入院し,精神症状のため

当科を紹介され初診し,せん妄と診断された73

例 く男性33例,女性40例,平均年齢80歳)であ

る.なお,適応外処方である非定型抗精神病薬

(以下非定型薬)を処方するにあたり,事前に予

想されうる副稚紺や期待できる効果等を十分に説

明し同意を得た.

初回単剤治療は49例 (67%),2剤以上併用し

たものは19例 (260/a),頓服のみの対応は5例

(7%)であった.単剤での第一選択率として最も

使用頻度が高かったのはmianserin18例 (25%)

であった.非定型薬は17例 (23%)に使用され

ており,内訳はrisperidone9例 (12%),per-

ospirone7例 (100/a),quetiapinel例 (1%)で,

olanzapine,aripiprazoleの使用はなかった.

Haloperidolの使f削ま13例 (18%)で,全て注射

製剤であり,内服での使用はなかった.治療抵抗

性や副作用出現などの問題で薬剤変更されたもの

647

は19例で,第二選択薬はquetiapineが最も多く6

例 (8%), その他 perospirone5例 (7%),

mianser豆n4例 (5%),risperidone3例 (4%上

hdoperidoll例 (1%)であった.

転帰は,改善したものが59例 (80.8%),全身

状態の悪化により死亡あるいは併診中止となった

ものが11例 (15.1%),せん妄の悪化により精神

科病棟へ転棟したものが2例 (2.70/a)であった.

2005年にFDAは非定型薬を高齢認知症患者に使

用することで死亡率を増加させるとの勧告を行っ

た.今回,認知症合併35例中12例で非定型薬の

使用があったが,非定型薬を使用していない群と

の比較では転帰や併診期間に有意な違いは認めら

れなかった.

2 認知症診断における日本語版Neurot光havioral

CognitiveStatusExamination(NCSE)の

臨床的有用性について 一 精神科入院患者で

の検討

上馬壕伸始*･北村 秀明*
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新潟大学医歯学総合病院精神科*

新潟大学大学院医歯学総合研究科

精神医学分野*串

【はじめに】Neu㌻obehavioralCognitiveStatus

Examination(NCSE)は認知機能の多面的評価

を目的として開発された認知機能検査で,覚酪水

準,見当識,注意,言語,構成能九 記憶,計算,

論理の8つの下位検査から成る.実施時間は約30

分で,改訂長谷川式簡易知能評価スケ-ル (HDS

-R)とウェタスラ-成人知能検査の間に位置し,

NCSEは比較的短い時間で認知機能の多面的評価

が可能である.今回,精神科入院患者における認

知障害のスクリーニングと認知症の類型診断に対

する日本語版NCSEの臨床的有肝性と問題点に

ついて検討したので報告する.

【方法】2005年 1月から2007年 12月に新潟大

学医歯学総合病院精神科に入院し,NCSEおよび

HDS-Rの両評価法による認知機能評価を受けた

78名 (平均年齢69.2歳,男性 37名,女性41名,


